
　
福
岡
市
を
中
心
と
す
る
福
岡
都
市
圏
で
は
、
昭

和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
、
都
市
の
発
展

に
よ
る
人
口
増
加
と
慢
性
的
な
水
不
足
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、佐
賀
県
基
山
町
は
、地

理
的
に
福
岡
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

都
市
化
が
進
み
、
同
じ
く
水
道
施
設
の
整
備
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
に
応
え
る
た
め
、

昭
和
51
年
に
水
資
源
開
発
公
団
（
現
在
の
水
資
源

機
構
）
が
筑
後
川
の
水
を
導
水
す
る
福
岡
導
水
路

工
事
に
着
手
し
、
昭
和
58
年
か
ら
通
水
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
福
岡
都
市
圏
は
昭
和
53
年
と
平
成
６
年
に
大

渇
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。福
岡
市
で
は
昭
和

53
年
に
は
４
０
５
４
時
間
も
あ
っ
た
断
水
時
間

が
、
通
水
開
始
後
の
平
成
６
年
に
は
２
４
５
２
時

間
と
大
幅
に
減
少
し
、
給
水
車
の
出
動
も
な
し

（
昭
和
53
年
に
は
１
３
４
３
３
台
が
出
動
）と
、
福

岡
導
水
の
施
設
が
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。現

在
、
福
岡
導
水
施
設
は
筑
後
川
か
ら
最
大
２
．７

６
７
㎥
／
ｓ
の
取
水
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
基
山
町
の
水
道
水
全
量
と
福
岡
都
市
圏

10
市
６
町
に
お
け
る
水
道
水
の
約
１
／
３
に
相

当
し
ま
す
。

筑
後
川
の
恵
み
を
基
山
町・

福
岡
都
市
圏
へ

　福
岡
導
水
事
業
所
の
職
員
の
み
な
ら
ず
、多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
福
岡

導
水
。仕
事
内
容
、や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
関
係
各
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
福
岡
地
区
水

道
企
業
団
は
、

福
岡
都
市
圏
の

６
市
７
町
１
企

業
団
１
事
務
組

合
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
福
岡
都
市
圏
へ
水
道
用
水
を
供
給
し
て
い

ま
す
。総
務
課
の
中
川
さ
ん
は
広
報
の
ご
担
当
で
、

水
源
地
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
福
岡
都
市

圏
住
民
に
対
す
る
筑
後
川
の
恵
み
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
６
月
１
日
〜
７
日
の
水
道
週
間
や
、
令
和
５
年

度
に
迎
え
る
企
業
団
設
立
50
周
年
に
向
け
て
イ
ベ

ン
ト
や
広
報
グ
ッ
ズ
な
ど
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、参
加
し
て
頂
い
た

方
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
、
大
変
嬉
し
い
で
す
。筑

後
川
の
恵
み
に
つ
い
て“

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
“と
分

か
っ
て
も
ら
え
る
と
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」

　
佐
賀
東
部
水

道
企
業
団
は
、

佐
賀
市
な
ど
２

市
４
町
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
導
水
か
ら

　
福
岡
導
水
揚

水
機
場
に
は
大

型
ポ
ン
プ
２
台

と
小
型
ポ
ン
プ

２
台
の
計
４
台

の
ポ
ン
プ
が
あ

り
、
24
時
間
３

６
５
日
、
水
道

水
の
元
に
な
る

水
を
供
給
し
て

い
ま
す
。昨
年
、

こ
の
福
岡
導
水

の
心
臓
部
と
も

い
え
る
ポ
ン
プ
設
備
の
う
ち
大
型
ポ
ン
プ
２
台
の

電
動
機
な
ど
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
工
事
を

担
当
し
た
の
が
、
㈱
酉
島
製
作
所
の
歌
津
さ
ん
と

山
下
さ
ん
で
す
。

　「
時
間
や
送
水
量
の
制
限
が
あ
る
中
で
、
施
設

を
運
用
し
な
が
ら
の
更
新
工
事
で
し
た
。最
後
に

行
う
総
合
試
運
転
（
ポ
ン
プ
で
水
を
流
す
試
験
）

に
向
け
て
、
監
督
員
さ
ん
と
何
度
も
打
合
せ
を
し

な
が
ら
、
詳
細
な
工
程
を
分
単
位
で
考
え
て
い
き

ま
し
た
。試
験
当
日
は
計
画
し
た
要
領
通
り
、
目

の
前
で
一
つ
一
つ
進
ん
で
い
く
こ
と
に
、
仕
事
の

面
白
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」（
山
下
）

　「
作
業
内
容
を
密
に
詰
め
て
い
き
だ
ん
だ
ん
形

に
な
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
私
た
ち
の
仕
事
が

水
資
源
機
構
、
そ
し
て
福
岡
・
佐
賀
の
喜
び
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。あ
と
は
、
部

下
の
山
下
君
が
仕
事
を
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
、
少
し

ず
つ
成
果
が
出
て
い
く
と
こ
ろ
を
見
る
の
も
楽

し
い
で
す
ね
」（
歌
津
）

さ
さ
え
る
力 

〜
福
岡
導
水「
信
頼
の
水 

送
り
ま
す
」〜

水の郷めぐり

第2回

福岡導水

　水資源機構が管理するダム、水路、河口堰など様々な「水の
郷」を巡る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで
働く人 を々ご紹介します。
　第2回は、福岡・佐賀の暮らしを支える「福岡導水」です。

1

2
3

4

5

福岡地区水道企業団 総務課

中川　泰夫さん

歌津　健二さん

取
水
し
た
水
は
基
山
町
へ
、筑
後
川
か
ら
取
水
し
た

水
は
、
佐
賀
市
、
神
埼
市
、
吉
野
ヶ
里
町
、
上
峰
町
、

み
や
き
町
へ
供
給
す
る
「
用
水
供
給
事
業
」
と
用
水

供
給
事
業
よ
り
取
水
し
た
水
を
蛇
口
ま
で
届
け
る

「
水
道
事
業
」の
２
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
、
全
国

で
も
珍
し
い
企
業
団
で
す
。浄
水
課
の
菅
さ
ん
は
水

質
係
と
し
て
、
日
々
の
検
査
で
浄
水
過
程
の
水
の

安
全
と
処
理
状
況
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。「
渇
水

や
雨
の
影
響
で
水
質
は
日
々
変
わ
り
ま
す
が
、ど
ん

な
水
で
あ
っ
て
も
基
準
内
に
お
さ
め
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。責
任
の
重
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
水
の
安
全
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」

佐賀東部水道企業団 浄水課

菅　謙太さん

山下　駿佑さん
しゅんすけうた  づ

　更新した電動機には、TR-COMというIoTを駆使し
た監視装置を取り付けています。これにより、いつでも
どこでも振動と温度を監視できるようになりました。

◀ポンプ場設備
　整備工事の様子

TR-COM監視装置▶

と
り
し
ま

㈱
酉
島
製
作
所

取水口1 水管橋とは、管路が川や鉄道を横断するとき
に用いられる橋です。

3 思案橋水管橋
し   あん  ばし すい かん きょう

福岡導水の管路は基本的にほとんど地中深いと
ころを走っていますが、２箇所の水管橋だけは地
上に露出しています。

4 味坂水管橋
あじ さか すい かんきょう

2
取水された水は、揚水機場のポンプによって高低差約
84mを圧送されます。

福岡導水事業所・揚水機場
よう すい　き  じょう

取水制限のほかトラブルが発生した時に導水へ補給します。

5 山口調整池（天拝湖）
てん  ぱい  こ

令和4年4月よりダムカードの
配布開始を予定しています！

　
福
岡
導
水
は
、福
岡
都
市
圏
の
人
口
増
加
等

に
伴
う
水
道
用
水
の
需
要
増
加
に
対
処
す
る

も
の
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。筑
後
川
上
流

に
あ
る
江
川
ダ
ム
、寺
内
ダ
ム
、合
所
ダ
ム（
農

水
省
）、大
山
ダ
ム
及
び
中
流
に
あ
る
筑
後
大

堰
か
ら
補
給
を
受
け
、久
留
米
市
の
筑
後
川
右

岸
側
か
ら
取
水
し
、途
中
、佐
賀
県
基
山
町
で

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
基
山
浄
水
場
に
分
水

し
て
、福
岡
県
大
野
城
市
の
福
岡
地
区
水
道
企

業
団
牛
頸
浄
水
場
ま
で
導
水
を
行
う
施
設
で

す
。延
長
約
２
４.

７
㎞
の
導
水
路
と
、取
水
制

限
の
ほ
か
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
に
導
水

へ
補
給
す
る
山
口
調
整
池
に
よ
り
、水
道
用
水

の
安
定
供
給
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
導
水
は
、福
岡
都
市
圏
の
人
口
増
加
等

に
伴
う
水
道
用
水
の
需
要
増
加
に
対
処
す
る

も
の
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。筑
後
川
上
流

に
あ
る
江
川
ダ
ム
、寺
内
ダ
ム
、合
所
ダ
ム（
農

水
省
）、大
山
ダ
ム
及
び
中
流
に
あ
る
筑
後
大

堰
か
ら
補
給
を
受
け
、久
留
米
市
の
筑
後
川
右

岸
側
か
ら
取
水
し
、途
中
、佐
賀
県
基
山
町
で

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
基
山
浄
水
場
に
分
水

し
て
、福
岡
県
大
野
城
市
の
福
岡
地
区
水
道
企

業
団
牛
頸
浄
水
場
ま
で
導
水
を
行
う
施
設
で

す
。延
長
約
２
４.

７
㎞
の
導
水
路
と
、取
水
制

限
の
ほ
か
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
に
導
水

へ
補
給
す
る
山
口
調
整
池
に
よ
り
、水
道
用
水

の
安
定
供
給
を
図
っ
て
い
ま
す
。

う
し
く
び

ご
う
し
ょき  

や
ま

お
お 

の 

じ
ょ
う

水の郷めぐり ● 16 17 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



筑後川
九州一の大河。河畔に続く一本の道は、久留米市からうきは市吉井町
までの約27kmのサイクリングロードとして整備されています。

筑後川花火大会
水天宮の奉納花火であり、360年以上
の歴史があります。

　福岡県のブランドいちごの「あまおう」やぶどう、ブルーベリー、
梨、柿などの観光果樹園では、一年を通してフルーツ狩りを楽しむこ
とができます。ちなみに、福岡導水事業所とおなじく久留米市に事
務所を構える筑後川下流用水管理所では、「あまおう」を紹介する水
の恵みカードも配布しています！

焼きとり

日本酒
日本三大酒どころのひとつ。古くから筑後川沿いを中心に酒蔵が立ち並び、現
在も日本有数の酒蔵数を誇っています。

久留米
全国転勤で様々な場所を巡ってきた
機構職員の声とともにご紹介します！

　福岡導水事業所が位置する久留米市は、人口約30万人が暮ら
す都市であり、筑後地域産業の中心地です。そういった街として
の魅力がありながら、筑後川が北東部から西部にかけて貫流し、
東部には東西約30kmにわたって屏風のように山々が連なる耳納
連山があり、美しい自然に囲まれています。

筑後川の恵みに育まれたまち筑後川の恵みに育まれたまち

こう ら たいしゃ
高良大社

筑後国一の宮であり、国
の重要文化財で九州最
大級の社殿を誇ります。

すいてんぐう
水天宮
水天宮は全国各地にある水天宮の総本宮。
筑後川の水神、海上安全の神、安産、子ども
の守護神として信仰を集めています。

自然・
見どころ

久留米市HP 久留米市公式
観光サイト

久留米ラーメン
久留米は、言わずと知れた
とんこつラーメン発祥の地。

筑後うどん
柔らかな麺と、昆布やかつおなどを使った優
しい味わいの出汁が特徴。

食

休みの日は久留米の町をウォーキング。
水天宮にもよくお参りに行きます。
（所長・吉久）

 み のう
耳納連山 都会あり、田舎あり。

なんでもそろいます。
（事務管理課・石田）

食べ物がなんでもおいしい！
餃子と焼きとりがおすすめです。
（調査設計課・小林）

実はラーメン店よりうどん屋
の方が多いと言われています。
（管理課・藤野）

　機械設備（ゲート・ポンプ）の維持管理
を主体として、整備計画の作成、工事発注
から監督を担当し、自ら点検作業も行っ
ています。ポンプは福岡導水の心臓部で
すから、常に緊張感を持って仕事をして
います。設備の故障や不具合を未然に防
ぐため、日々の点検では設備の状態を肌
で感じ、整備・修繕計画をたて対策を講
じるという、地道な作業の繰り返しです
が、水の安定供給に少しでも寄与してい
るかな、とやりがいを感じています。

管理課
とう の 　　　　　

藤野 好文

　経理出納や人事関係の事務を担当し
ています。経理出納事務は今まで経験が
なく、自分の仕事の進め方を確立するま
では大変でした。円滑に事業を進めるた
めには予算管理が不可欠なので、そこが
滞りなく進むように心がけています。職員
の皆さんが働きやすい環境を目指して、
自分の仕事がその一助になれば、という
思いで日々業務に取り組んでいます。事務管理課

石田 聡一

水質監視担当
金魚

　現在実施中の地震対策事業のうち、調査や設計
業務に関する企画立案及び業務の発注、また、業務
実施における地元の方々との調整を担当していま
す。自分の課内はもちろん、日頃から水管理・施設
管理を担当している管理課の方々から完成後の施
設の管理のしやすさ等の面でアドバイスをもらい
ながら、いろいろな視点で業務を進めています。調
査業務の結果に基づき設計を行い、設計に基づい
て工事を発注して、と事業を繋げて考えていけるこ
とが面白いです。

調査設計課
小林 志歩

　福岡導水では水道用の原水
を供給するにあたり、水質に異
常がないか常に機械装置で監

視しているのですが、「機械」だけでなく「金魚」もいっ
しょに水質を監視しています。金魚たちは7、8年ほど勤
務しており、事業所の誰よりもベテランとのこと。体長
18cmほどのビッグサイズに成長しています。

福岡導水事業所　吉久　寧 所長
やすし

お　ま　け

職員 Interview

“いつもと違う動き”
で職員に水質異常を

伝えます。

　
１
９
８
３
年
の
通
水
開
始
か
ら
お
よ
そ
40
年
が
経
過
し
て
い

る
福
岡
導
水
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
大
規
模
地
震
へ
の
対
策

と
し
て
、「
福
岡
導
水
施
設
地
震
対
策
事
業
」が
進
め
ら
れ
て
お

り
、維
持
管
理
と
建
設
事
業
の
両
方
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
岡
導
水
事
業
所
の
吉
久
寧
所
長
に
、
今
後
に
つ
い
て
聞
き

ま
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
ピ
ー
ク
に
さ
し
か
か
っ
て
い
く
地
震
対
策
事
業

を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
変
わ
ら
ず
、
水
を
絶

や
さ
ず
流
し
続
け
る
と
い
う
使
命
を
き
ち
ん
と
果
た
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
次
の
３
つ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、
”技
術
の
伝
承
・
継
承”

で
す
。福
岡
導

水
は
昭
和
51
年
に
着
工
、昭
和
58
年
に
は
通
水
を
開
始
し
て
お

り
、
導
水
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
50
年
代
に
で
き
て
い
ま

す
。建
設
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
方
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て

い
る
中
、
そ
の
時
代
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
聞
く
こ
と

の
で
き
る
人
が
い
る
う
ち
に
、
後
輩
職
員
に
伝
承
す
る
よ
う
な

機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。次
に
、
情
報
発
信
で
す
。福

岡
導
水
事
業
所
の
あ
る
久
留
米
は
福
岡
導
水
の
受
益
地
で
は

な
く
、
さ
ら
に
施
設
は
地
下
に
潜
っ
て
い
て
わ
か
り
に
く
い
た

め
、
知
名
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。福
岡
都
市
圏
の
暮
ら
し
を

支
え
る
福
岡
導
水
事
業
、
水
資
源
機
構
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。最
後
に
働
き
方
改
革
で
す
。よ

り
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
施

設
を
管
理
し
な
が
ら
な
の
で
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
改
善

策
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　地
震
対
策
事
業
が
こ
れ
か
ら
最
盛
期

を
迎
え
る
福
岡
導
水
。職
員
・
関
係
者
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、今
後
も
地
域
に

水
を
安
定
し
て
送
り
続
け
、暮
ら
し
を
支

え
て
い
き
ま
す
。

「今は地震対策事業と管理を両方やっていて、業務量は多い。でも、職員みんな頑張ってくれていますよ」
とあたたかいまなざしを向ける姿が印象的でした。

水の郷めぐり ● 18 19 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会
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